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(57)【要約】
【課題】Ｘ線撮影に用いるＸ線フィルムを収容した薄板
状のカセッテなどのＸ線撮影器具を、ベッドに伏臥した
患者とベッドとの間に挿入するＸ線撮影器具挿入装置に
おいて、スムーズに挿入可能で、洗浄処理しやすいＸ線
撮影器具挿入装置を提供する。
【解決手段】カセッテなどのＸ線撮影器具が収容される
収容部を備えた上部基体と、この上部基体と平行に配置
される下部基体と、上部基体に装着した無端状の上部帯
状ベルトと、下部基体に装着した無端状の下部帯状ベル
トとを備え、上部基体と下部基体とを互いに重ね合わせ
て上部帯状ベルトと下部帯状ベルトとを当接させ、下部
基体を下としてベッド上面に載置し、患者とベッドとの
間への挿入にともなって下部帯状ベルトを回転させると
ともに、上部帯状ベルトを下部帯状ベルトとは逆方向に
回転させて、上部帯状ベルトで上部基体の上面側に患者
を案内するようにしてＸ線撮影器具を挿入するＸ線撮影
器具挿入装置とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｘ線管から照射されたＸ線に反応する受感体を収容した平板状のＸ線撮影器具を、ベッ
ドに伏臥した患者と前記ベッドとの間に挿入するＸ線撮影器具挿入装置において、
　前記Ｘ線撮影器具が収容される収容部を備えた平板状の上部基体と、
　この上部基体と平行に配置される平板状の下部基体と、
　前記上部基体の周面に沿って回転自在に前記上部基体に装着した無端状の上部帯状ベル
トと、
　前記下部基体の周面に沿って回転自在に前記下部基体に装着した無端状の下部帯状ベル
トと、
を備え、
　前記上部基体と前記下部基体とを上下に重ね合わせることにより前記上部帯状ベルトと
前記下部帯状ベルトとを当接させて、前記下部基体を下として前記ベッド上面に載置して
前記患者と前記ベッドとの間に挿入することを特徴とするＸ線撮影器具挿入装置。
【請求項２】
　Ｘ線管から照射されたＸ線に反応する受感体を平板状のハウジングに収容してなるＸ線
撮影器具を、ベッドに伏臥した患者と前記ベッドとの間に挿入するＸ線撮影器具挿入装置
であって、
　前記ハウジングと平行に配置される平板状の下部基体と、
　前記ハウジングの周面に沿って回転自在に前記ハウジングに装着した無端状の上部帯状
ベルトと、
　前記下部基体の周面に沿って回転自在に前記下部基体に装着した無端状の下部帯状ベル
トと、
を備え、
　前記ハウジングと前記下部基体とを上下に重ね合わせることにより前記上部帯状ベルト
と前記下部帯状ベルトとを当接させて、前記下部基体を下として前記ベッド上面に載置し
て前記患者と前記ベッドとの間に挿入することを特徴とするＸ線撮影器具挿入装置。
【請求項３】
　前記下部基体には、前記下部帯状ベルトの幅方向に沿って長手状に、前記上部基体に向
けて突出させた突条部を設けていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のＸ
線撮影器具挿入装置。
【請求項４】
　前記上部基体には、前記上部帯状ベルトの幅方向に沿って長手状に、前記下部基体に向
けて突出させた突条部を設けていることを特徴とする請求項１記載のＸ線撮影器具挿入装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｘ線撮影に用いるＸ線フィルムを収容した薄板状のカセッテ、または、Ｘ線
の線量を記録するプレート状の線量計を収容したカセッテ、若しくはＸ線を光電変換する
センサを収容したディテクタからなるＸ線撮影器具を、ベッドに伏臥した患者とベッドと
の間に挿入するＸ線撮影器具挿入装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、病院等の医療施設においては、手術直後であったり、あるいは重傷を負ったりし
たことにより自分自身で身体を動かせない患者や、意識のない患者に対して所定部位のＸ
線写真の撮影が必要となる場合があり、このような場合には、患者をベッドに伏臥させた
ままでＸ線写真の撮影を可能とした装置が用いられている。
【０００３】
　この装置でＸ線写真の撮影を行う場合には、通常、ベッドに伏臥した患者とベッドとの
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間にＸ線フィルムまたはプレート状の線量計を収容した薄板状のカセッテを挿入するとと
もに、患者の上方にＸ線管を配置して、Ｘ線の照射を行っている。なお、最近では、Ｘ線
フィルムの代わりに、Ｘ線を光電変換するセンサを収容したディテクタが用いられること
もある。
【０００４】
　このとき、ベッドに伏臥した患者とベッドとの間にカセッテを挿入する作業は、複数名
の介助者を必要とする作業となっていた。
【０００５】
　すなわち、このようなＸ線写真の撮影が行われる場合には、体幹部分の撮影を行う場合
がほとんどであるとともに、撮影される患者は自分自身では身体を動かすことができない
ので、患者とベッドとの間にカセッテを挿入する際には、介助者が患者の体幹部分を持ち
上げる必要があった。
【０００６】
　この場合、一人の介助者では患者を安全に持ち上げることが極めて困難であって、患者
の持ち上げに二人以上の介助者が必要であり、さらに、所定位置にカセッテを挿入するた
めの介助者が必要であって、最低でも３人以上の介助者が必要となっていた。このことは
、カセッテではなく、ディテクタを使用した場合でも同様である。
【０００７】
　そこで、できるだけ簡便にカセッテを患者とベッドとの間に挿入する方法として、カセ
ッテの挿入装置が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００８】
　この挿入装置は、カセッテを収容する矩形状の収容部と、この収容部の左右側にそれぞ
れ配置したクローラ状のベルト部とを備えているものである。
【０００９】
　特に、ベルト部では、収容部の側縁に沿って前後方向に長手状に配置した第１ベルトと
第２ベルトとを上下に重ねて配置し、第１ベルトと第２ベルトとを互いに当接させ、第１
ベルトの回転にともなって第２ベルトを第１ベルトの回転方向とは逆方向に従動回転させ
る構成としている。
【００１０】
　したがって、ベッドの上面に沿って挿入装置を押し進めると、第１ベルトが前転すると
ともに第２ベルトが後転し、この第２ベルトによって患者を挿入装置上に移送することと
なって、極めて簡単に患者とベッドとの間にカセッテを挿入可能となっている。
【特許文献１】特開２００３－０６１９４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、カセッテを収容する矩形状の収容部と、この収容部の左右側にそれぞれ
配置したクローラ状のベルト部とを備えた挿入装置では、収容部とベルト部との間に患者
が着用している寝間着が噛み込まれる場合があり、ベルト部の回転が阻害されて挿入装置
をスムーズに挿入できなくなる場合があった。
【００１２】
　さらに、挿入装置では、ベルト部が洗浄しにくい構成となっており、血液などの体液が
ベルト部に付着した場合の洗浄作業が極めて繁雑となりやすいという不具合があった。
【００１３】
　本発明者らはこのような現状に鑑み、寝間着などの噛み込みがなく、スムーズに患者と
ベッドとの間に挿入可能であって、しかも洗浄処理しやすい挿入装置を提供すべく開発を
行って、本発明を成すに至ったものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明のＸ線撮影器具挿入装置では、Ｘ線管から照射されたＸ線に反応する受感体を収
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容した平板状のＸ線撮影器具を、ベッドに伏臥した患者とベッドとの間に挿入するＸ線撮
影器具挿入装置において、Ｘ線撮影器具が収容される収容部を備えた平板状の上部基体と
、この上部基体と平行に配置される平板状の下部基体と、上部基体の周面に沿って回転自
在に上部基体に装着した無端状の上部帯状ベルトと、下部基体の周面に沿って回転自在に
下部基体に装着した無端状の下部帯状ベルトとを備え、上部基体と下部基体とを上下に重
ね合わせることにより上部帯状ベルトと下部帯状ベルトとを当接させて、下部基体を下と
してベッド上面に載置して患者とベッドとの間に挿入することとした。
【００１５】
　また、本発明のＸ線撮影器具挿入装置では、Ｘ線管から照射されたＸ線に反応する受感
体を平板状のハウジングに収容してなるＸ線撮影器具を、ベッドに伏臥した患者とベッド
との間に挿入するＸ線撮影器具挿入装置であって、ハウジングと平行に配置される平板状
の下部基体と、ハウジングの周面に沿って回転自在にハウジングに装着した無端状の上部
帯状ベルトと、下部基体の周面に沿って回転自在に下部基体に装着した無端状の下部帯状
ベルトとを備え、ハウジングと下部基体とを上下に重ね合わせることにより上部帯状ベル
トと下部帯状ベルトとを当接させて、下部基体を下としてベッド上面に載置して患者とベ
ッドとの間に挿入することとした。
【００１６】
　さらには、下部基体には、下部帯状ベルトの幅方向に沿って長手状に、上部基体に向け
て突出させた突条部を設けていることにも特徴を有し、上部基体には、上部帯状ベルトの
幅方向に沿って長手状に、下部基体に向けて突出させた突条部を設けていることにも特徴
を有するものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のＸ線撮影器具挿入装置では、Ｘ線撮影器具が収容される収容部を備えた平板状
の上部基体と、この上部基体と平行に配置される平板状の下部基体と、上部基体の周面に
沿って回転自在に上部基体に装着した無端状の上部帯状ベルトと、下部基体の周面に沿っ
て回転自在に下部基体に装着した無端状の下部帯状ベルトとを備え、上部基体と下部基体
とを上下に重ね合わせることにより上部帯状ベルトと下部帯状ベルトとを当接させながら
、下部基体を下としてベッド上面に載置して、ベッドと患者との間に上部基体と下部基体
とを挿し入れることにより、寝間着の噛み込みを生じにくくして、スムーズに挿入可能な
Ｘ線撮影器具挿入装置を提供できる。
【００１８】
　しかも、上部帯状ベルト及び下部帯状ベルトは、上部基体及び下部基体にそれぞれ回転
自在に装着しているだけであるので、上部帯状ベルトと、下部帯状ベルトと、上部基体と
、下部基体を個々に分離して容易に洗浄することができる。
【００１９】
　さらに、下部基体に突条部を設けたり、あるいは、上部基体に突条部を設けたりした場
合には、突条部部分で上部帯状ベルトと下部帯状ベルトとを密に接触させることができ、
上部帯状ベルトと下部帯状ベルトとの間で滑りが生じることによる下部帯状ベルトの空転
が生じることを抑制して、下部帯状ベルトによって上部帯状ベルトを確実に回転させて上
部帯状ベルトによる患者の案内をスムーズに行うことができる。
【００２０】
　また、Ｘ線撮影器具としてＸ線管から照射されたＸ線に反応する受感体を収容した平板
状のハウジングを用いた場合に、ハウジング自体を上部基体として、ハウジングと平行に
配置される平板状の下部基体と、ハウジングの周面に沿って回転自在にハウジングに装着
した無端状の上部帯状ベルトと、下部基体の周面に沿って回転自在に下部基体に装着した
無端状の下部帯状ベルトとを備えて、ハウジングと下部基体とを上下に重ね合わせること
により上部帯状ベルトと下部帯状ベルトとを当接させて、下部基体を下としてベッド上面
に載置してベッドと患者との間にハウジングと下部基体とを挿し入れることにより、寝間
着の噛み込みを生じにくくして、スムーズに挿入可能なＸ線撮影器具挿入装置を提供でき
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る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明のＸ線撮影器具挿入装置は、図１及び図２示すように、平板状の上部基体10と、
この上部基体10と平行に配置される平板状の下部基体20と、上部基体10の周面に沿って回
転自在に上部基体10に装着した無端状の上部帯状ベルト11と、下部基体20の周面に沿って
回転自在に下部基体20に装着した無端状の下部帯状ベルト21とを備えている。
【００２２】
　上部基体10は所定厚みの平板状の矩形体とし、受感体としてＸ線撮影に用いるＸ線フィ
ルムを収容したカセッテＣからなるＸ線撮影器具を収容する収容部12を備えるとともに、
上部基体10の一側面に収容部12にカセッテＣを挿入するための挿入口13を設けている。な
お、カセッテＣの代わりに、受感体としてＸ線の線量を記録するＣＲ（Computed Radiogr
aphy）用のイメージプレートと呼ばれているプレート状の線量計、若しくは受感体として
Ｘ線を光電変換する光電変換素子で構成されるセンサを収容したディテクタをＸ線撮影器
具として用い、上部基体10に出し入れ自在に収容可能としてもよい。
【００２３】
　上部基体10は、Ｘ線の撮影を阻害しないようにＸ線の透過性を有するプラスチックなど
を用いており、さらに、一側面に挿入口13を設けた単なる箱形状として、洗浄処理を行い
やすくしている。なお、挿入口13には図示しない蓋を着脱自在に装着可能として、この蓋
を挿入口13に装着することにより、収容部12内に収容したカセッテＣを安定的に固定して
保持状態としている。
【００２４】
　上部基体10は、外周面をテフロン（登録商標）によってコーティングしており、表面の
摩擦抵抗を軽減させている。なお、摩擦抵抗を軽減できるのであれば、テフロン（登録商
標）以外の材料でコーティングしてもよいし、例えば上部基体10をカーボンファイバー製
とした場合には、それ自体で摩擦抵抗が十分小さいので、コーティングを施さなくてもよ
い。
【００２５】
　下部基体20は薄板状の矩形体とし、後述するように下部基体20に装着した下部帯状ベル
ト21を回転可能となっていればどのような厚さであってもよく、可能であればできるだけ
薄い方が望ましい。下部基体20を薄くすることによりＸ線撮影器具挿入装置自体を薄型化
することができる。
【００２６】
　下部基体20はＸ線の透過性を有している必要はなく、金属材料を適宜配置して、できる
だけ剛性の高い構成として、撓みが生じないようにしておくことが望ましい。このように
下部基体20の剛性を高めておくことにより、ベッド上に載置したＸ線撮影器具挿入装置に
沈み込みが生じることを抑制して、後述するようにベッド上をスムーズに移動させること
ができる。
【００２７】
　本実施形態では、下部基体20は金属材料で骨格を形成し、表面に薄板状としたテフロン
（登録商標）板を貼着して構成している。
【００２８】
　下部基体20の大きさは、動作の安定性を確保するために、上部基体10と同じ程度の左右
の幅寸法を有していることが望ましく、さらに前後の長さ寸法は、上部基体10と同じ程度
か、それよりも小さい程度が望ましい。
【００２９】
　上部帯状ベルト11は、上部基体10の周面に沿って回転自在に上部基体10に装着した所定
幅を有する無端状のシート体であり、下部帯状ベルト21は、下部基体20の周面に沿って回
転自在に上部基体に装着した所定幅を有する無端状のシート体としている。
【００３０】
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　特に、上部帯状ベルト11は、Ｘ線の透過性を有している必要があり、上部帯状ベルト11
及び下部帯状ベルト21は、ビニールシートのような合成樹脂製のシート体としている。
【００３１】
　このとき、上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21は、上部基体10及び下部基体20と接
する内側面はできるだけ摩擦抵抗が小さくなっていることが望ましい一方で、外測面は摩
擦抵抗が大きくなっていることが望ましく、必要に応じて上部帯状ベルト11及び下部帯状
ベルト21の内周面及び／または外周面に適宜のシート体を積層したり、あるいはコーティ
ングを施したりして、摩擦抵抗を調整してもよい。
【００３２】
　上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21の幅寸法は、上部基体10及び下部基体20の幅寸
法よりも少しだけ細幅としており、上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21の長さ寸法は
、それぞれ上部基体10及び下部基体20の周回長にほぼ一致させるよりも多少長めに形成し
て、遊びを持たせている。このように上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21には遊びの
長さを設けておくことにより、上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21を上部基体10及び
下部基体20に装着した際に、上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21が上部基体10及び下
部基体20に密着することを抑制でき、上部基体10及び下部基体20周りに沿ってスムーズに
回転させることができる。
【００３３】
　上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21がそれぞれ装着された上部基体10及び下部基体
20は、下部基体20を下として上下に重ね合わせることにより、図２に示すように、上部帯
状ベルト11と下部帯状ベルト21とを当接させている。
【００３４】
　上部基体10の挿入口13は、上部基体10に装着した上部帯状ベルト11の周回方向上の側面
とは異なる側面に設けており、上部帯状ベルト11によって挿入口13が塞がれないようにし
ている。
【００３５】
　上下に重ねた上部基体10と下部基体20は、上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21によ
って被覆されていない側面部分にＵ字状とした連結金具31を装着して一体化している。
【００３６】
　特に、連結金具31は、一体化した上部基体10と下部基体20とで構成されるＸ線撮影器具
挿入装置の挿入方向の先端側の左右側と、挿入方向の後端側の左右側にそれぞれ装着して
おり、挿入方向の後端側に装着した連結金具31には、左右方向に長手状に配置した棒状の
ハンドル40の前端を接続している。
【００３７】
　ハンドル40は、本実施形態では、中央部で左側ハンドル部40Lと右側ハンドル部40Rとに
分離可能とするとともに、左側ハンドル部40Lと右側ハンドル部40Rのいずれか一方に装着
したスリーブ状の連結部40Cを介して一体的に連結している。
【００３８】
　すなわち、挿入方向の後端側に装着した連結金具31には、左側ハンドル部40Lまたは右
側ハンドル部40Rが接続されている。
【００３９】
　Ｘ線撮影器具挿入装置は、上部帯状ベルト11が装着された上部基体10と、下部帯状ベル
ト21が装着された下部基体20を上下に重ね合わせ、Ｘ線撮影器具挿入装置の挿入方向にお
ける先端側の左右両側に連結金具31を装着するとともに、挿入方向における後端側の左側
に、左側ハンドル部40Lが接続された連結金具31を装着し、挿入方向における後端側の右
側に、右側ハンドル部40Lが接続された連結金具31を装着し、このとき左側ハンドル部40L
と右側ハンドル部40Rとを連結部40Cで連結して、上部基体10と下部基体20を一体化してい
る。
【００４０】
　このように構成したＸ線撮影器具挿入装置の上部基体10には、挿入口13からカセッテＣ
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を挿入して、図３に示すように、患者とベッドとの間に挿入する。
【００４１】
　Ｘ線撮影器具挿入装置を患者とベッドとの間に挿入する際には、図２に示すように、ベ
ッドとの摩擦によって下部帯状ベルト21を下部基体20の周面に沿って回転させるとともに
、患者との摩擦によって上部帯状ベルト11を上部基体10の周面に沿って回転させている。
【００４２】
　この上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21の回転は、互いに逆方向の回転となって一
方の回転が他方の回転を促すように作用することにより互いにスムーズな回転とすること
ができ、上部帯状ベルト11の回転によって上部基体10の上面側に患者をスムーズに案内す
ることができるので、ほぼ一人の介助者によってカセッテＣの所定位置への配置を行うこ
とができる。
【００４３】
　しかも、挿入口13は上部帯状ベルト11によって閉塞されていないので、図３に示すよう
に、患者とベッドとの間に上部基体10を配置した後も上部基体10のカセッテＣの差し替え
を容易に行うことができる。
【００４４】
　Ｘ線の写真撮影後は、Ｘ線撮影器具挿入装置を引き出すことにより、上部帯状ベルト11
及び下部帯状ベルト21がそれぞれ挿入時とは逆回転して、速やかにＸ線撮影器具挿入装置
を抜き取ることができる。
【００４５】
　Ｘ線撮影器具挿入装置は、使用後は個々に分解し、それぞれを適宜洗浄処理することが
できる。特に、上部帯状ベルト11及び下部帯状ベルト21は使い切りとすることにより、衛
生管理の手間を大きく削減できる。
【００４６】
　なお、上部基体10と下部基体20は、図２に示すように面同士で接触する面接触状態とし
た場合には、上部基体10と下部基体20の製造精度に起因した平面度のバラツキによって、
上部帯状ベルト11と下部帯状ベルト21とを緊密に接触させることができない場合があり、
下部帯状ベルト21が上部帯状ベルト11に対して空転するおそれがある。
【００４７】
　そこで、図４に示すように、下部基体20には、下部帯状ベルト21の幅方向に沿って長手
状に、上部基体10に向けて突出させた突条部25を設けている。
【００４８】
　このように突条部25を設けた場合には、この突条部25の部分で下部帯状ベルト21を上部
帯状ベルト11に線接触させることができ、下部帯状ベルト21と上部帯状ベルト11の当接部
分に患者の体重に基づく十分な力を作用させることができるので、上部帯状ベルト11に対
する下部帯状ベルト21の空転を抑制できる。
【００４９】
　ここで、突条部25は、Ｘ線撮影器具挿入装置の挿入法方向における先端側と後端側にそ
れぞれ設けて、上部基体10の上面が水平に近い平面となるようにしている。
【００５０】
　他の実施形態として、下部基体20に突条部25を設けるのではなく、図５に示すように、
上部基体10に、上部帯状ベルト11の幅方向に沿って長手状に、下部基体20に向けて突出さ
せた突条部15を設けてもよい。
【００５１】
　このように突条部15を設けた場合にも、この突条部15の部分で下部帯状ベルト21を上部
帯状ベルト11に線接触させることができ、下部帯状ベルト21と上部帯状ベルト11の当接部
分に患者の体重に基づく十分な力を作用させることができるので、上部帯状ベルト11に対
する下部帯状ベルト21の空転を抑制できる。
【００５２】
　上部基体10に突条部15を設ける場合にも、突条部15は、Ｘ線撮影器具挿入装置の挿入法
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方向における先端側と後端側にそれぞれ設けて、上部基体10の上面が水平に近い平面とな
るようにしている。
【００５３】
　このとき、図５に示すように、下部基体20は、突条部15間の間隔寸法程度の前後長を有
するようにしておくことにより、Ｘ線撮影器具挿入装置の挿し入れ時にＸ線撮影器具挿入
装置に作用する力の方向が、下部帯状ベルト21と上部帯状ベルト11とをより緊密に接触さ
せる方向となって、下部帯状ベルト21の空転をさらに防止しやすくすることができる。
【００５４】
　他の実施形態として、Ｘ線撮影器具を上部基体10に挿入するのではなく、Ｘ線撮影器具
自体を上部基体10とすることもできる。
【００５５】
　すなわち、Ｘ線撮影器具は、Ｘ線フィルム、プレート状の線量計、光電変換素子などの
センサで構成される受感体を平板状のハウジングに収容して構成しており、図６に示すよ
うに、このハウジングＨを上部基体10としているものである。
【００５６】
　この場合、ハウジングＨには連結金具31'を装着可能とした装着部を適宜設けており、
ハウジングＨには、ハウジングＨの周面に沿って回転自在に無端状の上部帯状ベルト11'
を装着するとともに、ハウジングＨと平行に配置される平板状の下部基体20'には、下部
基体20'の周面に沿って回転自在に無端状の下部帯状ベルト21'を装着して、ハウジングＨ
と下部基体20'とを上下に重ね合わせることにより上部帯状ベルト11'と下部帯状ベルト21
'とを当接させて、Ｘ線撮影器具挿入装置の挿入方向における先端側の左右両側に連結金
具31を装着するとともに、挿入方向における後端側にも半反る40'が接続された連結金具3
1'を装着して、上部基体10と下部基体20を一体化している。
【００５７】
　そして、Ｘ線撮影器具挿入装置は、下部基体20'を下としてベッド上面に載置し、患者
とベッドとの間に差し入れることによって、Ｘ線撮影器具を患者とベッドとの間に容易に
挿入可能としている。
【００５８】
　このように、Ｘ線撮影器具を構成するハウジングＨをそのまま上部基体として利用する
ことにより、Ｘ線撮影器具挿入装置をより小さい厚みで形成できるので、患者とベッドと
の間にＸ線撮影器具挿入装置を挿入しやすくできる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施形態に係るＸ線撮影器具挿入装置の斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係るＸ線撮影器具挿入装置の側面図である。
【図３】本発明の実施形態に係るＸ線撮影器具挿入装置の使用状態説明図である。
【図４】変容例の説明図である。
【図５】変容例の説明図である。
【図６】本発明の実施形態に係るＸ線撮影器具挿入装置の側面図である。
【符号の説明】
【００６０】
　Ｃ　カセッテ
　10　上部基体
　11　上部帯状ベルト
　12　収容部
　13　挿入口
　15　突条部
　20　下部基体
　21　下部帯状ベルト
　25　突条部
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　31　連結金具
　40　ハンドル
　40L 左側ハンドル部
　40R 右側ハンドル部
　40C 連結部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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